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【実践研究タイトル】  

オリンピック・パラリンピック精神に共感し、正義感や優しさ思いやりを持った生徒の育成 

 

【実施学年、部、講座等】 

１１月（第１学年男子１２名・女子７名	 ）「障害者スポーツについて調べよう」 
１月（全校生徒	 男子２４名・女子１８名）特別授業「おもてなしの心を学ぶ」 
１月（第１学年男子１２名・女子７名	 ）「オリンピックを学ぼう」 
２月（第１学年男子１２名・女子７名	 ）「オリンピック・パラリンピックについて調べよう」 
２月（第１学年男子１２名・女子７名	 ）「パラリンピックを学ぼう」 
２月（全校生徒	 男子２４名・女子１８名）出前授業「オリンピックとパラリンピック（仮題）」 
【目的・ねらい】 

・オリンピックの価値である「努力する喜び」「フェアプレー」「他者への尊重」「卓越さの追求」「身

体、意思、心の調和」を理解させることを通して、心身共に健やかな生徒の育成に資する。 
・パラリンピックの精神としての「チャレンジ」「チームスピリット」「フェアプレー」「心身に健全」

「革新」「責任感」などの学びを通して、勇気や希望を大切にする人間性を育むとともに、障害スポー	 	

○ーツの意義を理解し、共生社会を形成する生徒の育成に資する。 

【種類】（当てはまるものに◯） 

・各教科（保健体育）	 ・道徳	 ・外国語活動	 ・総合的な学習の時間	 ・特別活動 
・教科以外での取組（	 	 	 	 	 	 ） 
【実践内容等】 

（実施内容）  

①１１／２４（火）（第１学年）総合的な学習の時間「障害者スポーツについて調べよう」 

1 年生の総合的な学習の時間で「福祉体験学習」に取り組んでいる。その際、視覚障害について学

び、ブラインドウォーク(高齢者疑似体験)を行った。	

また、福祉施設訪問の事前学習として、入所者と行うレクレーション（運動）を考えさせた。その

際、障害がある人もスポーツを楽しむことができるように、もともとあるスポーツのルールを変更し

たり、新たに考えた

り、障害者スポーツ

についての調べ学習

を行い、パラリンピ

ックへの関心を持た

せるようにした。	

	

	 Ⅰ	 オリンピズムの教育的価値	
	 Ⅱ	 おもてなし精神とボランティア 
	 Ⅲ	 パラリンピックと障害者スポーツ	

	 Ⅳ	 日本文化と異文化・国際理解	

	 Ⅴ	 スポーツを楽しむ心 



②１／２７（水）（全校生徒）「おもてなしの心を学ぶ」 

筑波大学大学院教授の江上いずみ先生を講師に迎え、２０２０年、日本で行われる「東京オリンピ

ック・パラリンピック」の成功に向けて、高校生・大学生・社

会人となる生徒たちが、世界各国から来日するお客様に心の底

から喜んでいただくために、日本人としてどのように接してい

けばよいか、グローバルマナー(国際的なマナーや儀礼)につい

て学んだ。そして、世界各国のお客様をお迎えするとき最も大

切なものが「おもてなしの心」（相手に喜んでもらう・大切な

人をお迎えする）だと教えていただいた。	

また「おもてなしの心」については、おしぼりの渡し方等を例にとり、一つ一つ具体的にお話して

いただいた。最後に、「おもてなしの心」を伝えることは、言葉遣いはもちろんのこと姿勢や視線、お

じぎ等も大切であることを、ロールプレイして実際に体験した。	

 
③１／２９（金）（第１学年）保健体育 体育理論「オリンピックを学ぼう」 

スポーツには、オリンピックをはじめいろいろな国際大会があり、国際親善や世界平和に大きな役

割を果たしていることについて学んだ。まず、導入では、生徒

に国際的なスポーツ大会を想起させ、ワールドカップやオリン

ピックなどの発言から、今年開催のリオオリンピックにつな

げ、オリ・パラの学習に関心を持たせるようにした。次に、オ

リンピックシンボルマークの意味やオリンピックの歴史や意

義を学んだ。その上で、オリ・パラと他の大会の違いを考え、

オリ・パラが果たす意義や役割を理解させた。 
（実践上の工夫点、留意点等） 

・福祉体験学習の事前学習と関連付け、調べ学習の場を設定することで、生徒の障害者スポーツにつ

いての関心を高める。 
・グローバルマナーについて、２人１組のロールプレイで体験的に学ぶことで、自分がどのように行

動すればよいかをイメージさせる。 
・「特別授業」「出前授業」でゲストティーチャーを活用することで、オリンピック・パラリンピック

に対する興味・関心を高め、知的理解を深める。 

（成果） 

生徒は、「オリンピックの学習で、スポーツの技能を競うだけでなく、他国との交流や平和な社会に

するためにオリンピックが行われていることを新しく学んだ」と回答した。 
２０２０年東京オリンピックにどのように関わっていきたいかの問いに、「英語が話せるようになっ

てボランティアとして参加したい」「東京で生で見たい、現場で見たい」「英語でおもてなしをする」

「外国人に対して英語で返せるように頑張る」と多数の生徒が回答していた。 
「おもてなしの心を学ぶ」に対して、「世界に通用するおもてなしの心を育んでいきたい」「２０２

０年までにおもてなしの心を身に付けて相手から感謝される人になりたい」などの感想が多くみられ

た。 
これらの感想からも以下のことが成果として挙げられる。 
○	 オリンピックそのものについて学習する機会を設定したことにより、オリンピックの意義や価値



について理解させることができた。 
○	 オリンピックとの多様な関わりやおもてなしの心について学ぶ学習を位置付けたことで、オリン

ピックパラリンピックについて「見る」「支える」といった幅広い関わり方について考えることがで

きた。 
○ＧＴを招聘しておもてなしの心について学んだことにより、日本のおもてなしの心のよさを改めて

実感するとともに、来日した外国人に対しておもてなしの心で接したいという心を育むことにつな

がった。 
 

【オリンピック・パラリンピック教育の実施に伴う課題点】 

●実施段階で生徒はオリンピック・パラリンピックについての基礎的・基本的な知識が乏しいことが

明らかになった。授業スタイルは変化させながら広く浅い内容になった。 
●スケジュールが厳しく、結果的にできることに取り組む形になった。 
 


